
囃
子
の
実
演
、
青
森

県
産
品
の
ご
馳
走

等
、
青
森
ま
で
の
新

幹
線
が
開
通
す
る
こ

と
も
あ
り
、
県
を
上

げ
て
青
森
を
売
り
込

も
う
と
い
う
勢
い
で

開
場
は
青
森
一
色
と

な
っ
た
。
ま
た
、
各

地
域
自
慢
の
Ｂ
級
グ

ル
メ
屋
台
が
会
場
内

に
設
営
さ
れ
お
り
、

そ
の
種
類
の
多
さ
に

驚
い
た
。
そ
の
多
く

が
Ｂ–

１
グ
ラ
ン
プ

リ
に
お
い
て
上
位
入
賞
を
果
た
し
て
お
り
、
青

森
県
の
地
域
づ
く
り
に
懸
け
る
熱
意
を
感
じ

た
。

　

二
日
目
の
全
体
会
で
は
、
伝
統
芸
能
の
鑑

賞
、
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
ク
イ
ズ
等
で
、
楽

し
く
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
学
び
、
そ
の
後
参

加
者
は
バ
ス
で
各
分
科
会
の
研
修
地
へ
移
動
し

た
。

関
心
の
あ
る
約
３
０
０
人
が
参

加
者
と
し
て
集
ま
り
、「
出
会
う
・

つ
な
が
る
・
動
き
出
す
～
み
ん

な
が
け
や
ぐ
（
仲
間
）
青
森
で
～
」

を
テ
ー
マ
に
、
２
０
１
０
年
11
月

11
日
～
13
日
に
か
け
て
の
三
日

間
、
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
研
修

や
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
。
初

日
は
前
夜
祭
、

二
日
目
の
午
前

中
に
全
体
会
が

行
わ
れ
、
午
後

は
各
参
加
者
が

希
望
し
た
青
森

県
各
地
の
分
科
会
に
別
れ
、

三
日
目
は
引
き
続
き
分
科
会

で
の
研
修
と
い
う
日
程
で
あ

る
。

　

前
夜
祭
で
は
、
三
村
青
森

県
知
事
の
挨
拶
に
始
ま
り
、

青
森
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
津

軽
三
味
線
の
演
奏
や
ね
ぶ
た

　

２
０
０
９
年
４
月
～
２
０
１
１
年
３
月
ま

で
の
間
、
財
団
法
人
え
ひ
め
地
域
政
策
研
究
セ

ン
タ
ー
に
て
研
究
員
と
し
て
勤
務
し
、
様
々
な

地
域
づ
く
り
事
例
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
た
。
地

域
活
性
化
に
関
す
る
研
究
や
、
舞
た
う
ん
の
編

集
、
県
外
か
ら
の
移
住
相
談
の
対
応
等
々
業
務

を
通
じ
て
地
域
づ
く
り
に
対
す
る
理
解
が
深
ま

っ
た
。
中
で
も
特
に
印
象

深
か
っ
た
の
は
、｢

地
域

づ
く
り
団
体
全
国
研
修

交
流
大
会
青
森
大
会｣

に

参
加
し
た
こ
と
で
あ
っ

た
。
県
内
や
近
県
の
地
域

づ
く
り
事
例
を
学
ぶ
機

会
は
多
か
っ
た
の
だ
が
、

県
外
の
特
に
東
北
地
方

の
地
域
づ
く
り
を
学
ぶ

機
会
は
な
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
非
常
に
刺
激
的

で
実
り
の
あ
る
研
修
と

な
っ
た
。

　

研
修
大
会
は
全
国
各

地
か
ら
地
域
づ
く
り
に

研究員
卒業レポート

地
域
づ
く
り
を
知
る

　
～
え
ひ
め
地
域
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
で
の
勤
務
を
通
じ
て
～

客
員
研
究
員
　
近
藤
　
誠
護
（
伊
予
銀
行
）

青森県知事の挨拶
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私
は
第
八

分
科
会｢

自

然
と
歴
史
的

資
源
を
活
か

し
た
地
域
づ

く
り｣

に
参

加
し
た
。
研

修
地
で
あ
る

む
つ
市
は
青

森
県
の
北
部

に
あ
り
、
本

州
最
北
端
に

位
置
す
る
。

青
森
市
か
ら

は
１
０
０
㎞
程
の
距
離
が
あ
り
、
移
動
中
に
見

え
る
バ
ス
か
ら
の
風
景
も
愛
媛
の
そ
れ
と
は
違

う
も
の
で
あ
っ
た
。
む
つ
市
は
日
本
三
大
美
林

の
ヒ
バ
の
森
や
長
い
海
岸
線
が
続
く
豊
か
な
自

然
に
恵
ま
れ
、
木
材
や
ア
ワ
ビ
等
の
海
産
物
の

産
地
と
し
て
海
上
交
易
の
舞
台

と
な
っ
た
歴
史
が
あ
る
。

　

分
科
会
で
は
ま
ず
、
む
つ
市

で
活
動
し
て
い
る
地
域
づ
く
り

団
体
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
斗
南
ど
ん
ど

こ
健
康
村
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
の
紹
介
が
あ
っ
た
。
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
斗
南
ど
ん
ど
こ
健
康
村

は
、
む
つ
市
の
郷
土
の
有
形
・

無
形
の
文
化
的
資
産
の
保
存
・

伝
承
や
、
資
源
の
研
究
・
開
発

を
始
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
行
い
、
明
る
く
活
力
の
あ

る
地
域
社
会
に
寄
与
す
る
活

動
を
行
っ
て
い
る
。
具
体
的

な
活
動
は
次
の
３
点
で
あ
る
。

①
郷
土
資
料
の
保
存
展
示
と

し
て
、
斗
南
ど
ん
ど
こ
健
康

村
内
の
郷
土
資
料
館
及
び
南

部
裂
織
館
を
中
心
に
、
郷
土

の
民
族
資
料
の
保
存
展
示
や
、

普
及
活
動
の
実
施
。
②
体
験

観
光
指
導
者
研
修
会
、
体
験

観
光
講
演
会
を
開
催
し
て
体

験
観
光
の
促
進
。
③
下
北
ふ

る
さ
と
活
性
協
議
会
の
構
成

員
と
し
て
、
地
域
の
活
性
化

を
目
指
し
、
農
業
講
演
会
の

開
催
や
、
一
球
入
魂
か
ぼ
ち

ゃ
に
よ
る
カ
ボ
チ
ャ
焼
酎
の
広
報
事
業
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
斗
南
ど
ん
ど
こ
健
康
村
の
活
動

は
地
元
企
業
が
中
心
と
な
っ
て
支
え
て
お
り
、

特
に
分
科
会
の
会
場
と

な
っ
た
む
つ
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
は
、
活
動
の
拠

点
で
あ
る
ど
ん
ど
こ
健

康
村
を
ホ
テ
ル
敷
地
内

に
設
置
・
提
供
し
て
お

り
、
企
業
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
と
の
協
働
の
大
き
さ

に
驚
い
た
。

　

分
科
会
最
終
日
は
日

本
三
大
霊
山
の
一
つ
で

あ
る
恐
山
の
参
拝
を
体

験
し
た
。
こ
の
時
期
恐

山
は
冬
期
の
閉
山

期
間
に
な
っ
て
お

り
、
私
た
ち
一
行

以
外
は
誰
も
お
ら

ず
、
霊
山
の
雰
囲

気
を
十
二
分
に
味

わ
う
こ
と
が
で
き

た
。

　

そ
の
後
、
地
域

の
工
芸
技
術
で
あ

る
時
雨
彫
り
（
杉
の

薄
い
正
目
板
に
砂

を
混
ぜ
た
圧
縮
空

気
を
吹
き
付
け
て

模
様
を
く
り
抜
く

技
法
）
を
体
験
し
、

観
光
交
流
館
ま
さ
か
り
プ
ラ
ザ
に
て
郷
土
料
理

の
味
噌
貝
焼
き
を
頂
き
な
が
ら
の
最
後
の
昼
食

交
流
会
が
催
さ
れ
、
今
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

づ
く
り
活
動
へ
の
協
力
を
誓
い
合
い
帰
郷
の
徒

に
つ
い
た
。

お
わ
り
に

　

財
団
法
人
え
ひ
め
地
域
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー

で
勤
務
し
た
二
年
間
は
、
こ
れ
ま
で
関
わ
る
こ

と
の
少
な
か
っ
た
地
域
づ
く
り
を
勉
強
す
る
貴

重
な
期
間
で
あ
っ
た
と
思
う
。
ま
た
、
同
時
に

多
く
の
出
会
い
が
あ
り
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ

た
二
年
間
で
あ
っ
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
方
々

に
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

恐山門

時雨彫りの体験
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